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34) 陣痛に際しての動作電流について

若月美博 

骨格筋電図には， Grouping-Synchronization-
Voltage等々の異常波形あり，それぞれ診断的意義
が附されているが，平滑筋電図には， neuro-myo・ 
conjunctionと異り， Myomyo-conjunctionのた
め，その診断的意義については不明な点が多い。
私は，乙の点に着目し，子宮運動に際しての動作
電流を測定し，種々薬物の薬理的反応を追求した。
方法は，家兎子宮を用い，試験管内，生体内子宮
rc，各々 8本の電極を挿入し， 細胞外誘導により 4
カ所よりその動作電流変化を追求した。薬物は，
Acetylcholin，Adrenalin，Atropin，Methergin， 
Oxytocin，Papaverin等を用いたが，特に頚部l乙
侵襲する薬物は見られず，叉その波形についても，
診断的意義を附与し得なかった。叉 Ostrogen大量
注射せる子宮は，一般に Spike波形は減少し， 0-
strogen，Progesteron混合注射例は， Spike波形
は増強する傾向にあるが，頚部，体部，卵管側に於
ける薬物反応については，特に強く反応するような 
傾向は見られなかった。
35) 当教室における全身麻酔 1000例の経験 

島田勉他38名

昭和 33年7月より昭和 36年 10月までに当教室
でおとなった全身麻酔は 1000例K達した。
症例は 7才から 73才まで，疾患別にすると，子
宮頚癌257，体癌21，盤癌3，卵巣癌4，外陰癌1，
子宮陸部異型上皮6，子宮筋腫267，卵巣嚢腫140，
子宮外妊娠63，悪性繊毛上皮腫19，帝王切開 115，
その他 104である。 
前麻酔は，オピスコ (390)，オピスタン， 70~105 
mg，ルアトロピン，スコポラミン併用 (419)が多
く， ついでアトロピン単独 136，その他となってい
る。
麻酔の導入は大部分が， 2.5% Thiopentone，S. 
c.C. 40mgKて気管内挿管，維持に無気，エーテ
，G. O. E，あるいはフローセイン等を使用，筋弛
緩剤は S.C. C，d-Tc，Synrexを使用した。
術中合併症として，チアノーゼ 15，不整脈 14，気
管支痘箪 2，血圧変動がみられ，術後合併症に肺水
腫 1，偽膜性喉頭炎 1，腹声 1，肺炎 1，肺虚脱 1，
麻酔l乙関係ありと思われる死亡例は 2例であった。
以上当教室でおこなった全身麻酔 1000例につい
て統計的観察を試みた。
36) Secobarbiturateによる無痛分娩の経験
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陣痛の苦痛を除去すべく今日迄種々の無痛分競法
が行われて来たが，何れもその使用開始時期の決定
手技の複雑，陣痛の微弱，胎児血行への移行による
新生児仮死等が伴ったりするので，一般には未だ無
痛分競を簡単に実施出来ない欠点がある。私は分焼 
痛は第2期よりも時間的に長い第 1期の苦痛の方が
甚しいと云う観点から，第 1期を迷康状態として分 
競中の苦痛を記憶せしめず，産婦自ら行えると云っ
た実施方法の簡単な Secobar bi tal製剤たるアイ才
ナーlレナトリウム錠を経口投与し，未だ無痛分拐を
目的として，該剤のみによる経験例の報告をみない
その無痛分焼法としての価値を検討した。本剤は鎮 
痛作用より忘痛作用の効果が優れ，過量の投与は疹
痛に際して興奮状態となり多少の分焼選延を来す。
200mg以上の投与は分競2時間前には与えぬ事。
初回投与量は 200mg以下をテスト量とし追加量も 
可及的少量に止める事。子宮収縮，腹圧，出血量，
児心音，血圧，胎児の仮死及び羊水の園調について
は殆んど影響を認めなかった。千大産婦人科に満期
分焼入院25例に使用し以上の如き結果を得た。
37) 全身麻酔における術後偶発症について
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吾々は千大産婦人科教室Kて施行せる全麻 1000
例につき，特異的な術後偶併症9例を認めたのでこ 
の症例を述べると共に個々の症例につき批判的考察
を加えた。偶発症の内訳は次の通りである。即ち術
後肺炎2例，肺虚脱症 1例，肺水腫2例，偽膜性喉
頭炎 1例，慶声1例，心停止1例の計9例であった。 
肺水腫並びに心停止は直接に全麻と関係はないが，
他の症例は技術的に，叉術後管理の面で，あるもの
は避け得られたのではなL'かを云う余地を残してい
る。全麻は，手術を安全且つ容易にし，患者に対す
る負担を軽減せしめると云う特徴を有する反面，以
上のことを考えるに技術の熟練が如何に大切なこと
を今更乍ら痛感せしめられた。
